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基本施策評価表 所属平成28年度 10100000

総合政策部 総合政策課

65 多様な地域間交流の充実
妥当性 妥当 コスト削減の余地 有 受益者負担 余地有

上位貢献度 有効 類似事業の有無 無 成果向上の余地 有
市民全般
国内自治体との様々な連携強化が図られるとともに、グローバル時代に対応した人材育成
等に資する国際交流が展開されている。
地域間における市民・団体等の交流の推進により栃木市の一体感の醸成が図られている。

①地域間や国内外の人との交流が増えていると感じる市民の割合…5年間（平成25年度～平
成29年度）で50.0％（現状値 －）

基本方針が目指す地域交流の活発化やいきいきと賑わいのあるまちづくりを進めるうえで
、本基本施策の目標達成は大きく貢献するものである。

市民へのアンケート調査結果は目標値より低い結果となったが、下位単位施策及び各事務
事業は、概ね順調に推移しているものと考える。

国際交流イベントは情報発信方法の工夫が必要であり、各地域のスポーツ、観光イベント
は統合ありきでの再編は難しい実情があるため、再検討する必要がある。

関係団体等との連携強化を図り、有効な情報発信に努める。また、イベントの統合、再編
について関係団体と方向性を検討する。

本施策の成果指標の実績は非常に厳しい結果となった。地域間交流は市民感覚ではなかな
か関心を持ちにくい施策分野ではあるものの、大幅未達となった要因の分析と課題把握に
努め、取組方針を検討されたい。
また、次期計画においては、年度ごとに進捗を把握できる指標の追加も検討されたい。
市内にはアジア圏の外国人を中心に、多くの外国人が定住するようになっており、地域だ
けでなく職場単位でも交流を促進させる取組みを充実すべきであると考える。
市の様々な催しにおいても、外国人を参加させることで、住民レベルでの交流が活性化さ
れると思われるため、そうした取組みを進められたい。

6501 国内・国際交流の推進 26,121 100
6502 全市的交流イベント開催の推進 0 0

成果指標１

成果指標２

成果指標３

成果指標４

ﾄｰﾀﾙｺｽﾄ
(千円)

[ ]％

[ ]

[ ]

[ ]

平成25年度

31,828
29,696

平成26年度

36,680
33,497

平成27年度

36,629
31,702

平成28年度

28.50

28,256
26,121

平成29年度
50.00



平成２８年度　　　基本　施策評価表　補表

施策

妥当性 妥当 実施主体、実施方法ともに妥当である。

コスト削減の余地 有
イベント事業の実施方法の工夫により、コストを削減する余
地があると思われる。

受益者負担 余地有
中学生海外派遣事業の負担金増額等の検討の余地がある
と思われる。

上位貢献度 有効
基本方針が目指す、いきいきと働き賑わいのあるまちづくりの達成
には、多様な地域間交流の充実を推進する本基本施策の貢献度
は高い。

類似事業の有無 無
基本方針を達成するうえで、多様な地域間交流を推進するこ
とは、単独施策である。

成果向上の余地 有
今後も各事務事業実施において、実施方法を工夫すること
で成果が向上する余地が見込まれる。

貢献度

達成状況
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取組方針
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